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MELONとは 公益財団法人 みやぎ･環境とくらし･ネットワーク―通称『MELON』。
1992年の地球サミットをきっかけに翌’93年に誕生しました。緑と水

と食をとおして環境とくらしを考え、地域と地球環境に寄与しようと多くの市民、学者、
知識人、協同組合、企業、団体で作られたNGO（非政府組織）です。地域と地球環境を
守るため１人ひとりの参加と協力をつなぎます。

MELON会員募集
MELONの活動は会員の会費で支えられています。
MELON会員特典
　◦MELON主催イベントに会員割引で参加できます。
　◦�ごみや水、緑や食、自然エネルギーや企業の環境の取り組みなどをテーマに勉強

会や見学会を行う部会に参加できます。
　◦�ボランティアや部会に参加するごとにボランティアポイントが１個もらえ、５個

集まると1,000円分のMELON商品券と交換できます。
　◦�年５回の情報紙をお届けします。
　◦�メールアドレス登録で、会員同士の情報交換ができるメーリングリストに登録できます。
～入会希望の方は事務局までお問合せください～
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今年も好評MELONフェスタ！

　会員同士や会員と役員・事務局

の交流を目的に開催している恒例

のMELONフェスタ。今年は東北大

学ブルーグラス同好会による軽快な

演奏で幕を開け、市内4大学による

学生環境サークルのPRタイム、し

ろたにまもるさんによる腹話術の披

露、最後は表彰式と盛りだくさんの

内容でした。会場内には有志の会員

企業・団体と部会・プロジェクトの

ブース出展もあり、楽しく交流した

1日となりました（詳細はP2参照）。

腹話術のしろたにまもるさん

ブルーグラスの軽快な演奏

第20回MELON会員と市民のつどい　MELONフェスタ

日　時：9月12日（土）13：30 ～ 16：00

会　場：みやぎ生活協同組合文化会館ウィズ

参加者：102名
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独断と偏見？で表彰

する理事長賞も発表

され大いに盛り上が

りました。なお表彰

者には会員企業・団

体提供の豪華賞品を

進呈！表彰者は以下

のとおりです。

　来場者からは「学生の活動に感動しました。これから

も続けてください。」

「また来たいと思う

取り組みでした。楽

しかったです。」な

どうれしい感想をた

くさんいただきまし

た。来年に向けて実

行委員会を中心に内

容を再検討してより

良いイベントにした

いと思います！

　石垣政裕実行委員長の挨拶とMELONの第4期事業報

告に続き、オープニングは東北大学ブルーグラス同好会

によるバンド演奏でした。ブルーグラスとはギター、マ

ンドリン、バンジョー、フィドル、ドブロ、ベースで演

奏されるカントリーミュージックで、軽快な演奏に会場

全体が明るい雰囲気に包まれました。

　次に今年初めての企画として、大学の学生環境サーク

ルの活動紹介タイムをもちました。東北福祉大学・環

境サークルEVOL、東北大学を中心とした環境サークル

RNECS、東北工業大学・環境学生サークルたんぽぽ、

尚絅学院大学・環境学生サークルFROGSの4つのサー

クルが出演。学生は少々緊張気味でしたが、「学生同士

の交流の機会となって良かった」との感想もあり、参加

者からは「会場に学生が多くて活気があった」と好評で

した。

　会場内では、MELONの会員企業・団体と部会・プロ

ジェクトがブースを

出展し、みなさん思

い思いに来場者に

PRし て い ま し た。

会場では学生ボラン

ティアによる取材も

行ってイベント中に

号外を発行し好評を

博しました。

フリータイムの途中

では日本で数少ない

プロの腹話術師しろたにまもるさんが登場し、子ども向

けのギャグから時事ネタまで盛り込んだプロの技に会場

は笑いに包まれていました。

　最後は、ブースの人気投票による結果発表と表彰式で

す。受付であめ玉を2個渡し、各ブースに置かれた投票

箱に投票してもらう形で実施。ブースとは別に理事長が

MELONフェスタ、楽しい秋の1日となりました！

活気のあるブースエリア

号外作成中！

ブース投票、アメ玉開票中☆

長谷川理事長と理事長賞受賞の篠原さん

◆ブース表彰者（カッコ内は賞品提供企業）　
1位：自然エネルギー等普及プロジェクト

　　　（特定非営利活動法人フォレストサイクル元樹）

2位：みやぎ生活協同組合

　　　（凸版印刷株式会社）　

3位：情報センター

　　　（株式会社サイコー）　

4位：ストップ温暖化センターみやぎ

　　　（株式会社建築工房零）　

5位：みやぎ里山応援団

　　　（みやぎ生活協同組合）

◆理事長賞（賞品提供は理事長ご自身）
　篠原富雄さん

　（水部会・4R推進部会メンバー、元事務局員）

出展会員企業・団体
株式会社建築工房零、株式会社サイコー、

株式会社東日本放送、株式会社明治東北支社、

特定非営利活動法人フォレストサイクル元樹、

凸版印刷株式会社、みやぎ生活協同組合
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だからこそ美味しい納豆ができるのですね。

　ランチをいただいたhori panでは、果物から自家製

酵母を作りパンを焼いています。最近お店を始めたばか

りですが、地元産のかぼちゃ、玄米、秘伝豆、人参、林

檎など角田の旬食材をふんだ

んに味わえるパン屋でした。

　「買って食べてみます」「ま

た来たい」との声もあり、地

元の生産者、加工や販売者、

そして消費者がつながること

で、宮城の食も元気になって

いくと感じる見学会でした。

　情報センターはWEBサイト管理や情報紙発行などを

担当していますが、より多角的な情報の発信を目指し、

環境紙芝居の上演に挑戦しています。

　今年で紙芝居フェスティバルへの参加は4回目。紙芝

居の活動を行っている団体が協力し、長町の笹谷街道

付近6箇所で同時に紙芝居を上演するというものです。

MELONはボランティア含め4名で環境紙芝居「ありが

とうごはんつぶマン」と「モッタイナイ村のモッタくん」

を上演しました。通りすがりの子どもたちや親子連れに

楽しんでもらい、特に年配の方はとても懐かしんでいる

様子でした。一人暮らしの方は、普段は一人で寂しいた

めこのようなイベントがあると嬉しいとのこと。

　最後にたいはっくるで全団体が集まりファイナルス

テージ。団体を越えてメンバーを募り大きな紙芝居を上

演しました。昨年よりも

協力団体が増え、地域に

も浸透してきたようで

す。ネットワークを大切

にしながら、機会があれ

ば環境紙芝居の上演に今

後も挑戦していきます。

興味のある方、ぜひご一

緒にお願いします。

　「納豆が好きだから」という理由で参加した方が多かっ

た角田バスツアーは、納豆工場の見学と納豆作り体験

から始まりました。株式会社加工連で作られる納豆は、

30年間、地元角田産の大豆を使用しています。ふかし

ただけの大豆を試食してみると、「おいしい～」「甘みが

あるわ」とみなさんびっくり。しっかりとした味の大豆

　MELONの会員企業・団体が行っている大小さまざ

まな環境に関する取り組みを取材し、WEBサイト等で

情報発信しています。この活動は社会学習のチャンス

となるよう学生ボランティアと協働で行っています。

第5期から「タイムリーで環境に関すること」に対象

を広げ、より活発に取材活動を行うことにしました。

第1回の取材先は、12月開通予定の地下鉄東西線。荒

井車庫において、車両や車庫を見学しながら環境に配

慮している点について重点的にお話を聞いてきました。

　取材活動に挑戦した2名は、6月に開催した取材勉強

会にも参加してくれた

学生です。事前打ち合

わせをし、どんな記事

を書くか思い描いてか

ら臨んだことで、聞き

たいことを逃さずイン

タビューできたとのこ

と。鉄道好きの男子学

生は感無量だったそう

です。開業を目前にし

て、10年前から地下鉄東西線に携わってきた方の思い

の一端を聞かせてもらったことも良い経験になりまし

た。公共交通機関を利用して、CO2排出量削減に貢献

していきたいですね。取材した内容は11月下旬頃WEB

サイトにアップ予定です。どうぞお楽しみに！

仙台長町紙芝居フェスティバル

日時：9月5日（土）10：30 ～ 15：00

場所：たいはっくる

　　　長町笹谷街道周辺（MELONの上演場所：長町病院）

主催：長町まざらいん

　　　仙台長町紙芝居フェスティバル実行委員会

「地産地消の納豆作り＆自家製酵母のこだわりパンを楽しむ」

日　　時：10月10日（土）9：30 ～ 15：30

見学場所：株式会社加工連納豆工場、大豆畑、

　　　　　hori pan（ホーリーパン）、産直広場あぐりっと

参 加 者：28名

情報センタージャーナリスト活動「学生がゆく！」

日　　　時：9月18日（金）10：00 ～ 11：00

取 材 先：仙台市交通局地下鉄東西線荒井車庫

取材対応者：田代良二さん（仙台市交通局）

モットーは楽しく♪～紙芝居上演・取材活動～

聞いて見て、体験して味わって、つながる角田バスツアー

車両前面は伊達正宗公の
兜の前立てデザイン！

楽しく練習すると本番も楽しんで
演じることができました☆

地元の食材を活かした
美味しい納豆・パンへの思いを伺いました
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　マタギは害獣駆除のような狩猟が目的のように思

われがちですが、実は山の生き物を維持していくと

いう大切な文化を伝えています。

　田んぼの稲も黄金色に輝き、稲刈りを待つばかり

の9月26日、喜多方市の塩川町四
し

奈
な

川
がわ

能
のう

力
りき

という小

さな集落を訪ねました。20戸以上はあるかもしれ

ないが本当に小さな集落に、明治時代に造られた蔵

を改装した20畳ほどの映画館がありました。この

日、我孫子亘監督のドキュメンタリー映画「春よこ

い～熊と蜜蜂とアキオさん～」が上演されました。

　福島県金山町でマタギとして山の自然を生きる

猪俣昭夫さん（映画中では「アキオさん」）に密着

し、2年間追い続けた優れたドキュメンタリーです。

時々の楽しみでしか山に入ることのない私たちに

とっても、東北の人々が自然と共生を続けて受け継

いでいる、受け継ぐべき山の文化を感じ取ることが

できます。そして、人間の起こした原発の事故が、

山の動植物やそれととも

に生きる人間の文化にも

大きく影を落としている

ことも痛感します。

　狩猟の現場でアキオさ

んはお酒を撒きます。獲

物を得ることができなく

ても、いつも山の神様に

感謝するのです。ヒメマ

スも養殖する。春になれ

ば、もう少なくなってし

まった日本ミツバチを養蜂し、必要な分だけとる。

若い人たちにそのことを伝え、他の町からの見学者

のために高校生もアキオさんの手伝いをしていまし

た。高校生の顔がとてもいいです。アキオさんの養

蜂箱を熊かもしれない動物が荒らすこともありまし

た。アキオさんは苦笑します。「自然はそういうも

のだ」とでもいうように。

　近所のおばあさんたちなのであろう、小さな蔵の

中で、熊や鹿が出てきたりするたびに「ほらっ」と

か「あらぁ」とか、場面と一体になって映画を楽し

んでいます。この息づかいも私たちがなくしてきた

映画の見方かもしれないと思ったりもしました。み

なさんにもぜひ見ていただきたい映画です。

い合わせください。

　仙台市の平成25年度

生活ごみ（24.5万ｔ）の

内訳では、リサイクル可

能な資源物が47.1％含

まれているそうです。家

庭ごみの半分近くが、分

別すればリサイクルでき

る資源物。その中の4.8％

を布類が占めています。

まずは不要なものは買わないこと。どうしても不要に

なったものは資源回収に出したり、フリーマーケットや

リサイクルショップを活用するなどしましょう。また、

かわいい小物やオシャレで実用的なものにリメイクして

ごみを減量していきたいですね。

　「オシャレですぐにできるエコ」を体験し、おしゃべ

りできるプチ講座。ごみの減量を目的に、着古した着

物生地と牛乳パックをリメイクして、オシャレなカード

ケースを作りました。

　洗ってよく乾かした牛乳パックを型紙通りに切りま

す。布は牛乳パックの型紙から1cm、のりしろをつけて

裁ちます。牛乳パック

と布を両面テープで貼

り合わせ、最後はボン

ドでしっかり留めて完成

です。ICカードやポイ

ントカード、診察券など

を入れて持ち歩けます。

作り方が知りたい方は

MELON事務局までお問

今後のMELONcafeプチ講座
■11月28日（土）13：30 ～ 14：30

　「松ぼっくりのサンタ作り」

■12月19日（土）13：30 ～ 15：30

　「古着をリメイク♪羽子板作り」

日時：9月26日（土）13：30 ～ 14：30

　　　「オシャレで簡単♪着物のカードケース作り」

自然の中の人間
映画篇③

「春よこい～熊と蜜蜂と
アキオさん～」
石垣政裕（MELON理事）

角を丁寧に貼り、厚みがでないように 
するのがポイント☆

目打ちで穴を空けて紐を通せば、 
鞄から出しやすくなって便利♪
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第58人目の執筆者

平間　徹也さん

（株式会社ざおうハーブ）

　こんにちは！株式会社ざおうハーブでは約200種

のハーブを生産・販売しています。ハーブというも

のは、よく「おしゃれですねー」「かっこいいです

ねー」とか言われてはいるのですが、結局、購入し

て育ててはみたものの、大きくなるだけ大きくなっ

て何に使ったらいいかわからないと言われます。み

なさんの庭に我が物顔しながら居座り御迷惑をおか

けしてしまっているという事ありませんか？

　私たちから言わせると、ハーブといえど所詮ただ

の葉っぱ。このハーブはこれに使わなきゃいけない

なんて事はありません。そんなに気を遣わないで、

何にでも気軽に使ってもらいたいですね。サラダに

混ぜたり、お茶にしたり、スープに散らしてみた

目指せ100人！
環境リレートーク

り、ただ水にさしてお家の中においてもらうだけで

もハーブの香りで癒されますよ。

　そうしてみなさんに楽しく気軽に使ってもらえる

ようになることで、日本のハーブ文化を育てる事に

なるし、はたまた日本における農業文化を守り育て

ていく事にもなると思っています。

　ざおうハーブでは、ハーブを通してみなさんの幸

せ、地域の幸せに少しでも寄与できたらなーと思っ

ています。一度でもいいので、蔵王に足を運びがて

ら、ぜひ、ざおうハーブに遊びにきてもらえたら幸

いです。

＜連絡先＞

株式会社ざおうハーブ

住所：宮城県刈田郡蔵王町大字矢附字林前88-1 

TEL：0224-29-3570

WEBサイト：http://www.zaoherb.com/

… 次号執筆者紹介 …

結城翔太さん

（果樹農家）

各協同組合からのお知らせ
MELON の協力団体である各協同組合が取り組んでいる、環境に関する情報をご紹介します。

　〜みやぎ生活協同組合〜

「エコ・カフェ」にご参加ください！　

お問合せ先　みやぎ生協生活文化部
〒981－3194　仙台市泉区八乙女4－2－2
ＴＥＬ：022-218-3880　ＦＡＸ：022-218-3663　eメール：sn.mkankyouk3@todock.jp

　「エコって楽しい」をテーマに『エコ・カフェ』を開催します。楽しく作れて、

すぐに役立つ手作りエコグッズをたくさん紹介します。

　会場で作れるものは、①リメイクキャンドル②重曹ポプリ③アクリルたわ

し④カレンダーバッグの4点。また、鍋帽子、傘布バッグ、布ナプキンなど

の手作りレシピもたくさんあります。環境活動委員会メンバーと一緒に楽し

くエコしてCO2を減らしましょう！

日　　時：12月8日（火）10：30 ～ 12：30

会　　場：みやぎ生協南小泉店2階メンバー集会室

　　　　　（仙台市若林区中倉2-3-12）

参 加 費：無料　事前申込：不要　※時間内にご自由にご参加ください。

主　　催：みやぎ生協環境活動委員会

何色のキャンドルにしようかなぁ？

毎回好評のカレンダーリメイク

 

 



MELON 情報紙 115 号

6

ストップ温暖化センターみやぎ通信　Vol.70

日　時：9月26日（土） 午前の部 9：00 ～ 12：00

 午後の部 13：00 ～ 16：00

会　場：宮城県運転免許センター

講　師：  一般社団法人 日本自動車連盟

　　　　チーフインストラクター　佐藤達朗さん

参加者：29名

※ 一般社団法人 日本自動車連盟、国土交通省東北運輸

局交通政策部と共催

だします（クリープ現

象）ので、一呼吸（約2

秒）おいてから、スーッ

とアクセルをやさしく

踏み込むのがコツです」

と発進の仕方を説明し

てくれました。参加者

からは、「頭で分かって

も実際に運転してみると

難しい。直接改善点を教

えてもらえて良かった」

との感想も。生活に欠か

すことのできない車だか

らこそ、安全にエコに運

転していきたいですね。

　一般市民を対象に、エコドライブのコツを学ぶセミ

ナーを開催しました。今回は、燃費測定器を取り付けた

実車を使用。宮城県運転免許センター内のコースを実際

に走行して、実践的にエコドライブのコツを学びました。

　車の運転で最も燃料を消費するのが「発進時」。ふ

んわりアクセルeスタートが燃費向上のカギです。講

師の佐藤さんは「ブレーキから足を離すと自然と動き

燃費向上には「ふんわりアクセルeスタート」がカギ！
～みやぎエコドライブ実践プロジェクト2015 ～

コミュニケーション力アップを目指す～第1回推進員勉強交流会開催～

　平成27年度環境省「地域における地球温暖化

防止活動促進事業」の一環として、推進員のスキ

ルアップ等のための勉強交流会を年4回予定して

います。

　第1回目のテーマは、「コミュニケーションワー

ク」。ワークショッ

プを通し、推進員

活動の基本となる

コミュニケーショ

ン・伝え方の手法

と推進員としての

心構えを学びまし

た。
さまざまな手法を用いたワークで楽しく

講義を行ってくださった阿部さん

インストラクターから 
直接アドバイスをいただきました

通常運転との燃費の差を計測した 
診断書を元に個別アドバイス

日　時：8月23日（日）13：30 ～ 16：00

会　場：TKPガーデンシティ仙台勾当台

講　師：  阿部育子さん（ストップ温暖化センター

みやぎ副運営委員長、コミュニケーショ

ントレーナー）

参加者：14名

推進員だ
より　No.

19

　自己紹介の練習では、「地名（出身地、今住んで

いる場所）を言う」「名前を名乗るとき、漢字の説

明を伝える」「聞こえる声量」など自己紹介のポイ

ントについてアドバイスを受け、ひとりずつマイク

を回して実践練習を行いました。

　講師の阿部さんは「第一印象が重要」と言います。

人の第一印象は3 ～ 5秒で決まり、印象の割合は、

外見（見た目・表情・態度など）が55%、話し方

が38％、話の中身が7%とも言われています。口角

を上げ笑顔で温かい雰囲気を作ることで、初対面の

相手の心もほぐれコミュニケーションが円滑になり

ます。

　温暖化防止の伝え

手として活動する推

進員として、温暖化

の知識もさることな

がら、コミュニケー

ション力のスキル

アップも目指してい

きたいですね。
二人一組で、話題を決めて「話す役」「聞
く役」を交互に行う会話トレーニング
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えすぎた鹿を間

引きしつつも、

食糧不足で鹿が

死なず、自然に

もダメージを与

えないような環

境にしたいとの

こと。その甲斐

あってか、半島

の自然は少しず

つ蘇ってきてい

るそうです。「人間と動物の共存という言葉はないが、競り

合わない程度に生きていけ

ればいい」という小野寺さ

ん。ただ駆除するだけでは

なく、その先まで考えてい

る小野寺さんのお話しを伺

いながら、命溢れるジビエ

を味わった夜でした。

　家庭から出るごみのうち、調理くずや食べ残しなど生

ごみは3割以上を占めています。その生ごみを減らそう

と取り組んでいるのが「生ごみ堆肥化」と「4Rクッキ

ング」。1日3回、毎日の食事に少し工夫をプラスすると、

随分ごみは減らせます。

　今回実践したの

は、野菜をトコト

ン使いきること。

ゴーヤのワタも捨

てません。タネを

取 り 除 い た ワ タ

を、適当に切りみ

そ汁の中に投入。

苦味がなくフワフ

ワとした食感で美

Vol.4 始まりました！
　宮城の食のプロフェッショナルをゲストに招いて大人

の食育講座を開催してきた仙臺農塾も、ついにVol.4を迎

えました！今回もさまざまなテーマ・ゲスト・会場で講

座を行ないますので、どうぞご期待下さい♪

味しいのです。ピーマンの種もハンバーグに混ぜ込み

ました。野菜も洗う前に皮をむけば、濡れないので重

さが減ります。ちょっとしたコツが生ごみ減量につな

がります。

　参加者が一番驚いてい

たのは「保温調理」でし

た。蓋をして何分か煮立

たせたら、火からおろし、

鍋ごとタオルや新聞紙で

くるんで火を通す調理法

です。ご飯もラタトゥイ

ユも保温調理で作りまし

た。ゆっくりと味がしみ

込むので冬の煮込み料理にも最適です。ガスや電気の使

用量が少ないため、震災などいざという時にも大活躍し

ます。

　料理でできるたくさんのエコを楽しんで実践してみま

せんか。

　自分が獲物を獲って食べるためにやっているからと、

自らを「食猟師」と名乗る小野寺望さん。そこには仕留

めた獲物を骨までしゃぶって食べる、という思いが込め

られています。活動の場は、鹿の食害により木々が白骨

化し、地面がむき出しになっているという牡鹿半島。増

肉の部位を指さしながら説明中の 
小野寺望さん

この後しゃぶしゃぶされる 
お肉さんたちです！

分担しながら4Rクッキングを実践

保温調理中…ご飯の鍋が 
くるまれています

第1回

「野生を味わう～ジビエを通して見える森と人の関係～」

日　時：9月30日（水）19：00 ～ 21：00

会　場：Café e Deli Circolo

　　　　（青葉区国分町1-7-10 SKビル1F）

ゲスト：小野寺望さん（食猟師）

参加者：18名

※ジビエ：狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉を意味するフランス語

「おいしく食べよう！緑のカーテン　

エコな夏やさい料理教室」

日　時：9月4日（金）10：10 ～ 13：30

会　場：エル・パーク仙台調理実習室

参加者：10名

仙臺農塾 大人の食育プロジェクト

※ 4Rとは、リデュース（削減）、リユース（再利用）、リサイ
クル（再資源化）の3Rに、不要なものを断るリフューズを
加えた4つのRのこと。

4Rを実践☆エコな料理教室
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〈会員状況〉

685 名
法人　  　　68

任意団体 　 13

個人　　　604

2015 年 9 月 30 日現在

ボランティアポイントカード制度
をご活用ください
　会員の方には、「MELON ボランティアポ
イントカード」を発行しています。部会・プ
ロジェクトの例会出席、作業やイベントでの
お手伝いをすると、１ポイント差し上げます。
5 つ貯まると 1,000 円分の MELON 協力商
品券と交換できます。

　みやぎ生協、日専連仙台で発行している商
品券です。金額の一部が MELON に寄付され、
環境保全活動にいかされます。宮城県内の日
専連加盟店及びみやぎ生協の各店舗でご利用
になれます。

MELON協力商品券とは

各イベント参加者を募集しています。詳しくはMELON事務局ま

でお問合せください。

※会員以外の方も参加できます。

発行元　公益財団法人　みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）Miyagi Environmental Life Out-reach Network
　　　　〒 981-0933　仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5F
　　　　★事務局　　　　TEL 022-276-5118　FAX 022-219-5713　
　　　　★情報センター　TEL 022-301-9146　FAX 022-219-5713
　　　　★ストップ温暖化センターみやぎ　TEL 022-301-9145　FAX 022-219-5710

　E-mail  melon@miyagi.jpn.org 　URL http://www.melon.or.jp/melon/
※ MELON 情報紙は再生紙を使用しています。

■ 10月以後、ようやく長袖が着られるようになりました。いつ

も季節の変わり目は自分だけ周囲の人より1枚薄着です。

　（小林）

■ 今年初めてジャガイモをベランダで育て収穫しました。新鮮

なジャガイモで早速肉じゃがを作り、味はとっても美味でし

た！食欲の秋は止まりませんね。。。笑（菅田）

■ 交通フェスタに出展中、会場一角で貨物列車の時刻表が販売

されていました。売れるのだろうか（失礼）と思っていたら

なんとほぼ完売！鉄道ファンの世界…奥深し。（岸）

編 集 後 記

MELONイベント情報
これから開催を予定しているイベント・会議をご紹介します。

この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を
使用した新しい環境配慮型インキ
「ライスインキ」で印刷しており、
印刷用紙へのリサイクルが可能です。

11/10（火）MELONcafe　例会

11/13（金）情報センター　例会

11/21（土）「角田市環境フェスティバル」にブース出展

11/25（水）仙臺農塾 Vol.4　第 3 回

「宮城の在来作物～調査から学んだこと～」開催

11/27（金）「留学生と一緒に考えよう！温暖化×国際協力」開催

11/28（土）MELONcafe プチ講座

「松ぼっくりのサンタ作り」開催

11/29（日）「環境フォーラムせんだい」にブース出展

12/1（火）食部会　例会

12/5（土）仙臺農塾 Vol.4　第 4 回

「美味しい林檎の物語」開催

12/12（土）「水の歴史文化伝承に関する交流会（仮）」開催

12/19（土）MELONcafe プチ講座

「古着をリメイク♪羽子板作り」開催

※ 日程や内容の変更、上記以外にもイベント開催する場合があります。
ご了承ください。

うちエコ診断で
光熱費を減らすチャンス！
　ご家庭において、年間にどこから、どれくらい光

熱費がかかっているのか、どのくらいCO2が排出さ

れているかご存知ですか？環境省の公的資格を持っ

た「うちエコ診断士」が専用

ソフトを用いてご家庭の光熱

費などの情報をもとに、お住

まいの気候やご家庭のライフ

スタイルにあわせて無理なく

できる省エネ・省CO2対策を

ご提案します。

実施期間：2015年7月1日～ 2016年2月中旬

実施件数：165件（定員に達し次第締め切り）

申込み・問合わせ：ストップ温暖化センター

みやぎ（TEL：022-301-9145）

※ ウェブ申し込みも可能です。受診申込ページよ

り「宮城県（宮城県うちエコ診断実施機関）」を

選択しお申込みください。

訂正とお詫び

　前号第114号P.6「ストッ

プ温暖化センターみやぎ通

信」に掲載した円グラフ「家

庭からのCO2排出割合」に

おいて表記に誤りがありま

した。2番目に多い割合の

18.2％は、「厨房」ではなく、

正しくは「暖房」です。大

変失礼いたしました。

家庭エコ診断制度 検索

宮城県

1世帯あたり
約5,372kg-CO2/年

データ元：2014年度うちエコ診断結果

自動車
36.6％

暖房
18.2％

給湯
17.4％

照明・家電
製品など
14.9％

キッチン
5.8％ その他

7.1％

家庭からのCO2排出割合（用途別内訳）

うちエコ診断の様子


